
f o r  J P N I C  M e m b e r s
N e w s l e t t e r

C O N T E N T S

巻頭言
インターネットの光と影 ～ デジタル化によるビジネス変革のさらなる加速に向けて ～
富士通株式会社 サイバーセキュリティ事業戦略本部長 飯島 淳一

特集
Internet Week 2017 / IP Meeting 2017
～向き合おう、“グローバル”インターネット～ 開催報告

No.68
MARCH 2018

インターネット10分講座
HTTP/2とは ～Webの高速化が期待できるプロトコル～

統計情報

会員リスト

編集をおえてのひとこと。 / お問い合わせ先

From JPNIC

JPNIC活動カレンダー
2017年12月～2018年3月のJPNIC関連イベント一覧 ／ 後援したイベント ／ これからのJPNICの活動予定

2017年9月～2018年1月のインターネット動向紹介

IPアドレストピック

技術トピック

ドメイン名・ガバナンス

………………………… 14～17

………………………… 18～21

………………………… 22～25

JPNIC会員企業紹介
顧客の声を受け止めて、半歩先、一歩先に必要なものを着実に提供する。
インフラたるISPとしての「つなぐ」ことへのこだわり。
株式会社朝日ネット
代表取締役社長  土方 次郎氏

インターネットことはじめ
第3回 WWW （World Wide Web）

Internet ♥ You （Internet loves You）
NTTコミュニケーションズ株式会社 西塚 要さん

2

12

8

13

14

26

32
36
40

28

巻 頭 言
I n t r odu c t i o n インターネットの光と影

～ デジタル化による
　 ビジネス変革のさらなる加速に向けて ～

◉ さまざまな製品やサービスが「つながる」ことによって、新
たなビジネスチャンスが創出

2017年3月に発表された日本情報システムユーザー協会
（JUAS）による「デジタル化の進展に対する意識調査」によれ
ば、7割強（74％）の企業のIT担当責任者が「デジタル化進行の
影響あり」と回答しています。

自動車業界では、すでに安全・安心と利便性の向上を目指した「テ
レマティクス・サービス（Telecommunication + Informatics）」
が提供されており、将来的には高度道路交通システム（ITS）や自動
運転のさらなる発展が期待されています。金融業界では、銀行など
と新興事業者のサービスをAPI（Application Programming 
Interface）でつないだFintechサービスの開発・提供が相次いで
おり、また、小売業では、お客様の会員情報をベースとして店舗・EC
での購入履歴や行動履歴、決済情報などを集約しリコメンドを付加
して「個」人にフィットしたサービスの検討が進められています。

これらはクラウド、スマートデバイス、IoT、ビッグデータ解析などの
テクノロジーを活用することでビジネス変革を加速するもので、
「デジタル・トランスフォーメーション」と呼ばれることもあります。
ここで示した自動車メーカー・金融機関・小売業者といった「プ
レーヤー」には新たな収益の機会を、それらの「エンドユーザー」に
はこれまでになかったユーザー体験を提供するものです。

◉ インターネットはデジタル・トランスフォーメーションを進め
るためのプラットフォーム

自動車やスマートフォン、情報家電などといったデジタル化さ
れたデバイスから利用状況などを収集する、企業内に蓄積され
た顧客・生産・開発などの情報とオープンデータや利用者状況
をかけ合わせる、社外の事業者が開発したサービスと自社の
サービスを組み合わせる、こうしたことがインターネットを介し
て行われています。

そして、クラウドサービス上にさまざまなユーザー体験や環境
情報が収集・蓄積され、プレーヤーはこれを活用することで、さ
らに新たなユーザー体験を再生産していきます。ここには蓄積
されたデータを起点に、これらを分析・学習することで価値を高
めていくサイクルが存在します。

◉ データの価値が高まる一方で、データの窃取・仕組みの破壊
を狙う攻撃も増加

日本経済新聞社が2017年10～11月に実施した「企業法務・弁
護士調査」では、過去5年でサイバー攻撃を受けた企業が全体の
66％にのぼり、1年前の調査から8ポイント高まっています。

データの窃取・仕組みの破壊を狙うサイバー攻撃も、残念なが
らその多くはインターネットを介して行われます。新しいタイプ
の製品・サービスは「つながる」という特性を持つが故に、企業
の内と外とのネットワーク境界があいまいになってきていま
す。従来の典型的な対策は、企業のインターネットへの出入口を
集約し、ここにファイアウォールを設置して、攻撃者の侵入を防
御するものでした。企業の内外の境界があいまいになりつつあ
る現在においては、従来対策に加えて、いかに早く侵入を検知
しこれに対処するかという点に重点が移ってきています。

また、プライバシーの確保も大きなテーマです。エンドユーザー
のプライバシーに対する意識の高まりや、各国・地域におけるプ
ライバシー情報保護やデータフリーフローの制限を目的とした
法令化を背景に、これらの国・地域で事業を行うプレーヤーは
必要な対策を行わなければなりません。

セキュリティやプライバシーは、新しいタイプの製品・サービスを
開発・販売・提供していく上で避けては通れません。言い換えれ
ば、デジタル・トランスフォーメーションの流れに、セキュリティや
プライバシーなどの問題がブレーキをかけてはいけないのです。

◉ JPNICの活動にご期待を

JPNICでは、技術セミナーやワークショップ、報告会などを年
十数回主催し、IPv6やDNS、ルーティング、セキュリティなどの
インターネット基盤技術を解説するとともに、人材育成にも力
を入れております。また、毎年秋に開催するInternet Weekで
はインターネットの基礎知識や最新動向を学び、研究者や構築・
運用・サービスのスペシャリストとの交流を深めております。

JPNICはこれらを含めて、インターネットの円滑な運用のため
に各種の活動を通じてその基盤を支え、豊かで安定したイン
ターネット社会の実現に貢献してまいります。今後もこうした
JPNICの活動にご期待ください。
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